京都南部地区
	７） 南ブロックＢ


京都南部地区・南ブロックＢは、青谷、宇治、精華、田辺の４つの教会の共同宣教司牧である。

今年の年頭にブロック会議において「聖体の年」にあたってのブロック宣教計画として、聖体についての理解を深めて祈る事を中心に、以下の四つの宣教計画を立てた。

1 聖体について理解を深める。

2 ４教会のあり方を見直す。

3 継続的な取り組みとして小教区での講座、クラス、ブロック主催の講座にてキリストの学びを行う。

4 海外援助について考える。

①『聖体について理解を深める』については、どのように聖体について「学び、祈り、実践」するかを各
小教区で考え、分かち合いの機会をもった。小教区によっては、主日のミサ後グループに別れ、｢聖体｣
を中心に教会のあり方などの分かち合いを行なった。

 ブロックでの「学び、祈り、実践」として、春夏秋冬の時期に四季の黙想会として、外部講師招き、

 ４回の黙想会を行なった。午前、午後と２回の講話、昼前後２時間聖体顕示をして共同体として黙想

 の時間をもった。そして、最後にブロック合同でのミサを行った。４人の講師の色々な観点からの

 聖体をテーマとした講話を聞くができ、聖体についての理解を深めることができた。またブロック

として、共同で祈る体験ができたことはよかったように思われる。

『聖体の祝日』の取り組みとして、前日から当日に掛けて、講話、聖時間、聖体賛美式を各小教区で
行なった。

②『４教会のあり方を見直す』については、２００３年１１月発行の大塚司教よりの「小教区規約作成の
ための指針」に基づき、各小教区に暫定小教区評議会を設置し、小教区内の組織の見直しを行い、各部の
あり方を検討した。２ヶ月に１回行っているブロック会議において、各小教区の悩みなどを持ち寄り、
お互いに課題を共有することで小教区運営に役立てた。規約作成についても具体的な文章化はまだ行って
いないが、今年１年を通じて文章だけの規約にならないように、各小教区評議会やブロック会議にて
分かち合いを行ない、司祭主導、信徒主導の規約ではなく、「イエス・キリスト」、「福音」が主導となる
ために規約の『前文』作りに取り組んでいる。

③ 継続的な取り組みとしてキリストを学ぶために、小教区での講座、クラス、ブロック主催の講座を
   行っている。具体的には各小教区において何らかの学びの機会を提供し、求道者・信徒を対象にした
キリスト教講座、聖書クラス、ブロックとして、祈りの集い、祈りを学ぶ会、合同聖歌練習、中高生の親
の世代の信仰養成を目的としたクラスなどを行っている。

④ 海外援助については、今年は取り組むことができなかった。このことについては、来年度の課題として
取り組んでゆきたい。

　今までどうしても小教区単位での考え方に固執していたことが、今年の宣教計画を実施していくことを
通じて、そのような考えが少しずつ少なくなって来たように思われる。また、役員によるブロック会議
だけではなく、ブロック合同典礼部会、ブロック合同教育部会などを定期的に開催することで、ブロック
内での各小教区の各部の協力体制が少しずつでてきたように思う。
子供の信仰教育として、祈りと学びを中心に子供たちの交流を目的としたブロック主催の新年会
(かるた大会)、夏期教会学校、秋の遠足などに保護者にも参加を呼びかけることで、ブロック内の子供
たち、保護者間の交流が行なわれた。

最後に、この宣教計画を実施するための祈り、学び、分かち合いを通じて、ブロック間においてある
程度共同体の意識が深まったように思われる。

